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ようには思えないのだが、これがなかなか曲者なのだ。シリアの食事の基本 、こ平たいパンをちぎって、おかず（羊肉の串焼きでも、オリーブでも、チーズで 、炒め物でも）を掴んで食べる。 たってシンプルな味のパンは、どの料理にもよく合う。あの味、この味と少しずつ 食べているときりがなく、気がつくと体重は増加の一途を辿っている。
　シリアではお弁当にも当然パンを持って
いく。二枚の生地の間に具を「つめる」近隣諸国と違って、パンが大きいシリアのお弁当は、パンで具を「巻く」が基本だ。ピクニックには、 パンにチーズやザアタル （粉末にしたタイムにゴマをあわせたもの）塗り、くるくる巻いて持 いく。中東の伝統的かつ代表的ファーストフードのフンムス（ヒヨコ豆のコロッケ 野菜を入れたもの） 、シャーワルマー（日本ではトルコ語のドネルケバブで知られつつある。串さした羊肉や鶏肉を回転させながら焼き、焼けたところからそぎ落と て、野菜と一緒に入れる） 、シリアではパンに具をつめるのではなく、パンで具 巻く。私は個人的にはシリアのフンムスとシャーワルマーが一番旨いと思っている。なぜならシリアの大きくて薄いパンが旨いからだ。
　おかずに合わせて食べるだけではなく、
パンは料理にも使う。冬に好んで食べ れるファッテという料理 、どんぶりにを敷いて、ヒヨコ豆のペーストやゆでたヒヨコ豆をたっぷり流し込み、肉や松の実をのせる。古くなって乾燥したパンは、二セ























通公社に売却 る。この公社の管轄下にある製粉公社もしく 委託契約を結んだ民間製粉業者によって「標準小麦粉」 （政府が小麦の種類と割合を規定）が製造される。標準小麦粉はベーカリーで 準パン」となり、消費者 手に渡る。
　シリアでは他に「高品質小麦粉」が流通
しているが これは特別なパンやパスタ、菓子製造に使用さ るもので、民間の製粉業者が製造している。二種類の小麦粉を混ぜてパンを することは禁じられており、標準小麦粉の高品質小麦粉への転用を防ぐ措置が取られている。
　小麦、標準小麦粉、パンの価格 、政府
が定めている。政府は、国内農業の保護と小麦の自給のため、補助金を投入して生産者から小麦を高く買い、消費者にパンを安く販売してきた。これは政府に大きな財政
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